
中国南部では魚
中国で最も重要で最⼤のイベントと⾔えば春節

だ。その⽇は朝早く起きて、新年の挨拶のため、出か
ける習慣がある。ところで、みなさんはご存知だろう
か。実は春節を過ごす伝統的な習慣は⼟地によって違
う。例えば、春節と⾔えば「

ぎょうざ
餃⼦」と思う⼈が多いと

思うが、南にはあまりない。南の⽅では、⼤晦⽇の⾷
卓には⼗数種類の料理が出るが、その中で⿂は⽋かせ
ないものだ。それは、⿂の発⾳が「富裕」という意味
を表すからだ。また、昔から春節を祝うのに、⼈々が

爆⽵を鳴らす習慣があったが、
近年、中国都市部では爆⽵や
花⽕による⽕事が頻繁に発⽣するなどの理由で規制さ
れるようになった。その他、今中国が⽣活レベルの上
昇に伴い、過ごし⽅も変化してきている。例えば、春
節に海外旅⾏に⾏くのが⼀種の流⾏となっている。ち
なみに、私はおとといの春節に⺟と⼆⼈で⽇本に旅⾏
に来て、それをきっかけとして、⽇本に留学すること
になったのだ。 (M53 ラ リンバイ)

中国北部では
ぎょうざ

餃子
中国では、また新年が近づいてきた。私は今異郷で、
国の新年をしみじみと思い出す。私の家は北⽅なので、
今は最も寒い時期だ。みんな、⼀番厚いオーバーを着
て、新年を迎えるために街を歩き回って、新しい服や
贈り物、爆⽵や⾷器や張り紙などを買っているだろう。

新年の前⽇には、皆朝早
く起きて「福」と書いて
ある張り紙をドアに貼っ
たり、爆⽵を鳴らしたり、
お客様のための飴や落花
⽣などを準備したりする。

昼には家族や親戚のみんなはプレゼントを持って集ま
ってくる。⼤⼈たちは⼦供達にお年⽟をやったり、ギ
ョーザを作ったり、お茶を飲みながら、⼤晦⽇の特別
な番組を⾒たりしている。夜になると窓を開けると花
⽕が⾒えたり、爆⽵の⾳が聞こえたりと、気分が⾼ま
ってくる。この光景を⾒ると毎年のことだが、驚かさ
れる。私が⼀番楽しみなのは、ギョーザを⾷べること
だ。ギョーザを作っているときにコインを⼊れる。コ
インがあるギョーザを⾷べた⼈は縁起がいいのだ。も
しあなたが、とてもにぎやかな雰囲気を感じたければ、
ぜひ中国へ来てほしい。 (M41 タレイア)

韓国ではトック(おもちのスープ)

韓国は
きゅうれき
旧暦1 ⽉ 1 ⽇が

しょうがつ
正⽉です。ときどき

せいれき
⻄暦の 1 ⽉ 1 ⽇にすることもあります。

しょうがつ
正⽉ には亡くなった

せんぞ
先祖にお

いの
祈りの

ぎしき
儀式をします。お酒、⾁、⿂、くだもの、

でんとう
伝統

りょうり
料理を持って、

てら
寺へ⾏きます。そして【トック（もちのスープ）】を⾷べます。

【トック】は⽇本の
ぞうに
雑煮に

に
似ています。トックを⾷べると、もう

いっ
⼀

さい
歳

とし
年をとったという

いみ
意味です。そして家のおとなに

しあわ
幸せと

けんこう
健康をお祈りするおじぎをします。おとなは⼦どもにお⾦をあげます。

⽇本のお
とし
年

たま
⽟と同じです。 (写真は A13 ノ・スンファン記者が作った「トック」)

２０１4444年 １月号

世界各地から学⽣が集まる KCP。今⽉号は新聞部の記者が各国
の旧正⽉の様⼦を紹介します。



韓国の儀式と遊び

韓国で今年のお正⽉は1⽉ 31⽇でした。韓国のお正⽉は3連休ですが、今年
は連休のあとがすぐ⽇曜⽇なので、4連休になりました。だいたい、当⽇の前
の⽇に家族みんなが集まって、⼀緒に⾁まんを作ったり、ジジミと⾔う伝統
料理を焼いたりしながら、いろいろな話をします。そのように準備をして、
当⽇には朝早くから起きて、チャレと⾔う儀式をします。それが終わると準
備した料理をたべます。

いろいろな正⽉料理がありますが、その中でもトックは韓国のお正⽉を代表する料理
です。トックは中にもちや野菜、⽟⼦、⾁、⾁まんなどを中に⼊れますから、トック
マンヂュクックと⾔う⾔葉でも呼ばれます。これを⽇本語で直訳すれば「もちスー
プ」「もちまんじゅうスープ」と⾔う⾔葉になりますね。⾷事の後は上の⼈に拝むあ
いさつをします。上の⼈は幸せを祈る話をして、お

年⽟をあげます。⼦供たちは両親の兄弟が多いほどたくさんもらえますね。
あいさつが終わったら、いろいろなゲームをします。

ユッノリ、花札、板跳びなどをしますが、最近は花札以
外はあまりしません。花札をするとき、細かいお⾦を賭
けるので、⼦供が勝つ⼤⼈のそばに座っていたら、どき
どきこづかいをもらう場合もあります。花札をするとき
には⽗も、⺟も、兄弟も関係なく、皆が真剣にするので、変なことをしたらだめです。
(笑) そして午後、他の家に⾏って、あいさつをして、夜ご飯はそこで⾷べて、花札をし
たり、話をしたりしながら久しぶりに会ったよろこびを分け合います。そして最後に家

族や恋⼈、友たちと会って残った休み過ごします。 (M31 オム ジェヨン)

ベトナム正月(テト)を知っていますか？

時間があったら、ぜひ正⽉にベトナムを訪れてほしい。
きっとベトナムの⽂化を知ることができるだろう。ベ
トナムは旧暦で正⽉を迎える。正⽉の⼀週間ぐらい前
から⼈々は、家を掃除したり、きれいに飾ったり、⾷
べ物や花などを買ったりいろいろ準備する。また、⼀
年間、⼀⽣懸命働いて年末に新しい道具やバイクや服
を買う。それはとても忙しいが、楽しい時間だ。1年
の最後の⽇に皆で集まって、楽しく忘年会をする。そ
れから亡くなった⼈の墓へ⾏く。それは亡くなった⼈
を正⽉の⾷事に誘い、⼀緒に新年を祝うためだ。
ベトナムの正⽉の花の代表といえば、桃の花だ。春

になれば桃の花がきれいに咲く。桃はたいていの家に
ある。そして、⼤晦⽇は古い年から新年に変わるので、
神聖な意味を持つ。⼈々は家族や友達とお寺や花⽕に
⾏く。ベトナム⼈が初詣に⾏く習慣は⽇本⼈と同じだ。

昔から正⽉の 3⽇のうち、
1 ⽇が⽗の正⽉、2 ⽇が⺟
の正⽉、3 ⽇が先⽣の正⽉
だ。つまり、1 ⽇が⽗⽅の親戚の家へ⾏って、2 ⽇は
⺟⽅の親戚の家、3⽇は教えてもらった先⽣の家へ⾏
くのだ。
正⽉にはたくさんおいしいものがある。例えば「バ

ンチェン」や春⾬や春巻きなどだ。「バンチェン」と
は、もち⽶の中に⾁や⾖が⼊った四⾓い形に包んだご
はんだ。昔は正⽉だけ⾷べられた。今は普段でも⾷べ
られるが、正⽉のより形が⼩さい。それはこの正⽉料
理には豊かに⽣活できるようにという願いが込められ
ているからだ。
このようにベトナムの正⽉は誰もが笑顔になる楽し

い時間だ。 (M52 ヴァーティ ヴァン アイン)



進学ニュース 合格おめでとう!! 進学ニュース 合格おめでとう!!進学ニュース

どうしてこの⼤学へ? 国では⽇本語学科に在籍していて、メディアの学位はとりました。

けれど、新しい分野を学びたいと思いました。この⼤学は有名ですから知っていました

が、3年前交換留学⽣で⽇本にいるときに⼀橋⼤の⽂化祭に⾏って、興味を持ちました。

勉強⽅法 ニュースを読んだり、⾃分の専⾨の書籍を読んだりして知識をつけました。

（新聞・業界のニュースなど）⽬標を持ってそのための本を読むことは⼤切です。夏休

みなどは図書館で論⽂⽤に勉強しました。毎⽇続けることが⼤切で、3⽉から１⽇5時間

勉強しました。

役に⽴ったことは? 学校を情報を得る場所と考え、先⽣に積極的に相談して、いい結果が出せたと思います。

進学ニュース 合格おめでとう!! 進学ニュース 合格おめでとう!!進学ニュース

せかい

世界
ぶんか

⽂化
いさん

遺産にも
とうろく

登録!
「和食 ～その 4 つの魅力～」

「和⾷」と聞くと最初に頭に浮かぶイメージは何だろ

うか。それぞれの国の⼈によって違うイメージがある

と思うけれど、どんな国の⼈でも和⾷は知っているの

ではないか。政府の⽀持で⽇本料理アカデミーが始め

た運動のおかげで、和⾷は予約２０１３年１２⽉５⽇

にユネスコ（UNESCO）の無形⽂化遺産に登録され

ることが決定した。これで、和⾷は 22 番⽬の⽇本⽂

化遺産となる。以前には能や歌舞伎などが登録された。

登録申請に政府は和⾷の特徴として以下の４点を挙げ

ている。最初は「多様で新鮮な⾷材とその持ち味の尊

重」。簡単に⾔えば、和⾷には多様性があり、材料と

材料が持っている味を尊重しているということだ。⼆

番⽬は「栄養バランスに優れた健康的な⾷⽣活だ」。

単純に⾔うと和⾷は体にとてもいい。次に和⾷にはこ

ういう特徴がある。「⾃然の美しさや季節の移ろいの

表現」。要するに

和⾷は⾃然の美し

さと四季の変化が

表せるということ

だ。最後の特徴は

「年中⾏事との密接な関わり」だ。簡単に説明すれば、

和⾷は年中⾏事、例えば祭りなど、に⾮常に深い関係

がある。

この特徴を読んで、和⾷は本当に魅⼒的だと思わな

いだろうか。ユネスコも以上を認めて、無形⽂化遺産

に登録した。以上の点でユネスコが和⾷は社会的連帯

の⼒があると信じている。KCPの皆さんは今⽇本にい

て、和⾷を経験する絶好のチャンスなので、皆さん、

ぜひこれからユネスコに認められた無形⽂化遺産「和

⾷」を経験してください。 (M52タセン イスラム)

受験シーズンもいよいよ追い込み。
KCP の先輩達もがんばって、すばらし
い結果を出しているので、紹介します。
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